
経済産業省委託事業

共催　：　主婦連合会・コンシューマーズ京都

場　 所：京都経済センター 4 階 4A （京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町 78 番地）
　　　　地下鉄烏丸線「四条駅」北改札出てすぐ・阪急電車京都線「烏丸駅」26 番出口直結・京都市営バス「四条烏丸」徒歩すぐ

2026年12月3日(木) 
プログラム

お申し込み方法：下記URL または右記QRコードより、申し込みフォームにてお申込みください。
※お申し込みは 11/30（月）までにお願いします。

主婦連合会　Tel.03-3265-8121

標準化には他にも役割があり、そのカバー範囲は広がっています。

私たちの周りには、ＪＩＳやＩＳＯなどの規格がたくさんあります。

例えば乾電池 メーカーごとに大きさや形、検査方法が
　　　　　　　　　　違っていたらどうなるでしょう。
標準化する（規格をつくる）ことで
　　　  　消費者は安心して購入することができます。
これは標準化の最もわかりやすい例です。

ＪＩＳ規格とかＩＳＯ標準という言葉をよく耳にすると思います。

「規格」と「標準」はどちらも英語では「standard」という
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単語が使われます。

 「標準化」とは、 規格 や 標準 をつくることです。

14：00～ 16：00

コンシューマーズ京都　Tel.075-251-1001

標準化と私たちのくらしの安全

https://forms.gle/G2NnXKqpdNs2FxGt7

「標準化」って、バラバラでは困るものなどを一つにまとめることで使いやすく安全
にすることです。事故を起こした製品を知らせる「リコール社告」は、分かりやすく
なければなりません。
暮しの中で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  というものはありませんか？わかりにくい　もっとこうだったらいいのに わかりにくい　もっとこうだったらいいのに 

～多発するリチウムイオン電池事故とリコール社告の重要性～

学習会

会場+ ZOOM配信

申込フォーム

１.リコール社告と標準化 + 質疑応答

２．リチウムイオン電池の扱い方や廃棄方法

有田 芳子
（主婦連合会 参与）

小野 良介
（京都市循環型社会推進部
 資源循環推進課　調査係長）

参加費
無料


